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Flexible Fused Silica Capillary Column  

For Gas Chromatography 

 

 

 

この度はガスクロマトグラフィー用キャピラリーカラムをお買い上げ頂きありがとうございます。本品はガス

クロマトグラフ用分離管として製造された化学結合層を持ったフューズドシリカキャピラリーカラムです。

他の用途には使用しないで下さい。また、下記の注意事項をよくお読み頂いたうえで、ご使用下さいますよ

うお願い致します。 

 

1. 注意事項 

 

① 出荷時にはカラムの両端をセプタムで封をしております。ご使用の際には両端とも3〜4cm のところで 

カットして下さい。⼿で無理に曲げておりますと、カラムの破⽚が⾶んで危険です。ヤスリ等でカラム 

に少しキズをつけ、キズの付いた⽅を外側になるよう少し曲げると簡単に折れます。この作業は安全の 

ため、保護メガネなどを使用して下さい。 

② 本カラムはエージング済みです。そのままご使用下さい。 

③ 装置に、装着後、室温で10 分程度キャリヤーガスを流して配管及びカラム内の空気を⼗分置換した後、 

分析⽬的の温度に上げて下さい。初回だけは10℃/ｍｉｎ以下の昇温速度で⾏なってください。以後は最 

⾼使用温度以下で任意に温度を変更しても、さしつかえありません。 

分析終了後キャリヤ―ガスを⽌めた後、再使用される場合、またカラムを再装着された場合も同様の操 

作を⾏なって下さい。 

④ 本カラムの最⾼使用温度はラベルに記されています。カラム恒温槽の温度をそれ以上には絶対に上げな 

いで下さい。 

⑤ カラム恒温槽の温度が70℃以上の場合、キャリヤ―ガスは絶対に⽌めないで下さい。 

キャリヤ―ガスが完全に⽌まりますと、ごく短時間でもカラムに致命的な損傷を与えることがありま 

す。 

⑥ 分析終了後、カラム⾼温槽の温度を下げることは短時間にできますが、注⼊⼝および検出器の温度が下 

がるにはかなりの時間を要します。キャリヤーガスを⽌める場合は注⼊⼝および検出器の温度が100℃以 

下になっていることを確認してから⾏って下さい。 

翌⽇も分析に使用される時は、電源や⽔素ガスを⽌める必要がありますが、キャリャーガスは流したま 

まにされることをお勧めします。 

⑦ ⻑期間ご使用されない時は、カラム両端にセプタムを突き刺しカラム内部に空気が出⼊りしないように 

して冷暗所で保管してください。次に使用される際にはカラムの中にセプタムの破⽚が残っていないか 

どうかを⽬視で確認してください。もし、セプタムの破⽚がカラム端内にある場合は、先に説明した⽅ 
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法でその部分をカットして下さい。 

 

 

キャピラリーカラムは厳しい品質管理のもとで製造、梱包、出荷を⾏っておりますが、万一不具合がござい

ましたら現品受取後14⽇以内に弊社までご連絡下さい。但し、寿命に関する事項や取扱い注意事項に従わな

いで使用し、劣化したものにつきましては保証いたしかねます。 
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